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社会福祉法人 尚徳福祉会 

保育園与那原ベアーズⅡ 

看 護 師   

≪ 5月の感染症情報 ≫ 

帯状疱疹 … 1名 

感染性胃腸炎 … 2名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅雨の季節、天気の変わりやすいこの時期は体調を崩しやすいので、十分に注意が必要です。 

衣服の調節にはいつも以上に気を配るようにしましょう。バランスのよい食事や睡眠をしっかりととり、

元気に過ごしていきましょう。 

お 知 ら せ
 

尿・ぎょう虫検査 
  

● ぎょう虫検査提出日 

5/31（月）～ 6/4（金） 

● 尿検査提出日 

     6/3（木）・6/4（金） 

 

・ぎょう虫検査は、提出日の1週間前か

ら採取できますが、できるだけ連日の

採取をお願いします。 

・尿は提出日の朝の尿を採尿してくだ

さい。 

ほけんだより 6月号 

・提出日を過ぎたら自己負担となりま

す。 

虫歯予防 

虫歯を予防するためには、やはり歯

みがきが一番大切です。お子さまが

歯みがきをした後は仕上げみがき

を行い、虫歯を予防しましょう。ま

た、ご飯を食べる時はしっかりとか

んで食べる習慣を付けましょう。肥

満予防となるだけでなく、唾液がた

くさん出ることで口の中を洗い流

し、虫歯を防いでくれる役割があり

ます。 

鼻水のおはなし 

鼻水は体を守るために必要なもので、鼻や喉に付いたウ
イルスを排除するために出るものです。また、炎症を起
こした鼻の粘膜を守る役目もあります。 
 

季節の変わり目やアレルギーなどにより、子どもは鼻水が出やすくなります。鼻水の他に、発熱、
喉の痛み、食欲不振、黄色や緑色の粘り気のある鼻水が続くなどの症状があれば病院で診てもら
いましょう。 

どうして鼻水が出るの？ 

小さい子はこまめに吸い取って！ 

まだじょうずに鼻をかめない子は、ティッシュでこまめ
に拭いてあげたり、鼻水吸引器などを使って吸い取って
あげたりしましょう。また、頻繁に鼻水を拭いていると、
鼻の下の皮膚が赤くただれてくるので、その場合は炎症
を抑える軟膏を塗ってあげましょう。 

鼻がかめるようになったら… 

自分で鼻をかめるようになってきた
ら、片方ずつ、軽くかむように習慣
付けましょう。強くかむと、耳を痛
めてしまったり、炎症がひどくなっ
たりすることがあります。 
また、鼻が詰まっていて鼻水が出な
い時は、水分をこまめにとり、部屋
の湿度を調節しましょう。 


